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平成 31 年３月期第２四半期累計期間における業績予想値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 30 年５月 11 日に公表いたしました平成 31 年３月期第２四半期累計期間（平成 30 年４月１日 ～ 平
成 30 年９月 30 日）の業績予想値と、本日公表いたしました平成 31 年３月期第２四半期累計期間の実績値に
差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、平成 31 年３月期通期（平成 30 年４月１日 ～ 平成 31 年３月 31 日）の業績予想につきましても下
記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
1. 平成 31 年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値の差異 

（ 平成 30 年４月１日 ～ 平成 30 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

14,037

百万円

693

百万円

700

百万円 

470 

円 銭

102.73

実績値（Ｂ） 14,594 437 455 298 65.15

増減額（Ｂ－Ａ） 557 △255 △244 △171 －

増減率（％） 4.0 △36.9 △35.0 △36.6 －

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 30 年３月期第２四半期） 

12,946 743 757 492 107.74

 
2. 平成 31 年３月期通期業績予想の修正（ 平成 30 年４月１日 ～ 平成 31 年３月 31 日） 

 
3. 差異及び修正の理由 
 (1)  第２四半期累計期間業績予想との差異について 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は新規需要開拓等により製品及び商品の出荷
数量が増加したことや国内の原油・ナフサ市況が高水準で推移したことにより販売単価が上昇したた
め増収になりましたが、損益面では効率的な原材料購入の推進及び新規需要の開拓等に努めましたが、
中東地域における地政学リスクの高まりなど原油・ナフサ市況が高水準で推移したことが原材料コス
トの増加要因となり、営業利益、経常利益、四半期純利益と、いずれも期初の目標を下回り、当初公
表数値との差異が発生いたしました。 

 (2)  通期業績予想の修正について 
通期業績予想につきましては、売上高は上記、第２四半期累計期間業績予想との差異と同様の理由

により前回予想を上回る見込みであります。 
一方利益面は、第２四半期累計期間の業績動向及び今後の厳しい経営環境を踏まえ、営業利益、経

常利益、当期純利益のいずれも前回予想を下回る見込みであります。 
 

※ 上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので
あり、実際の業績は今後の様々な要因によって本資料の予想数値と異なる可能性があります。 

以上 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

28,200

百万円

1,391

百万円

1,400

百万円 

941 

円 銭

205.67

今回修正予想（Ｂ） 30,000 880 900 591 129.17

増減額（Ｂ－Ａ） 1,800 △511 △500 △350 －

増減率（％） 6.4 △36.7 △35.7 △37.2 －

（ご参考）前期実績 
（平成 30 年３月期） 

26,623 1,131 1,155 757 165.73

 


